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順調に成長（平成14年3月） 植栽直後（平成11年8月） 成長量を測定中（平成20年1月） 

●風力発電及びバイオマス発電技術の開発と高効率化 
工学研究科機械工学専攻エネルギー環境工学研究室／前田太佳夫（教授）、鎌田泰成（准教授） 

環境問題やエネルギー利用については「流れ」がキ
ーワードです。流れを学問的に体系化した流体工学の
技術を用いて風力発電、木質バイオマスガス化発電な
どの再生可能エネルギーに関連する研究を行っています。 
日本に設置された風力発電に対する厳しい気象条件

として「台風」、「落雷」、「風の乱れ」が三悪条件と言
われています。輸入された風車はこれらの悪条件に耐え
られないものが多く、壊れたり、発電量が低くなったりす
るトラブルが発生しているため、日本の厳しい気象条件
に耐えられる「日本型風車」の開発が期待されています。
そのため耐久性も含めた高性能風車の開発を目指して、
ブレードのシミュレーション、風洞実験、屋外での実証試
験という一連の研究を行っています。また、電力需要が
多い都市部では風が弱く風力発電に対しては好ましい
環境ではありませんが、このような低風速地域において
も利用できる都市型風力発電の研究も行っています。 
風力発電において最も重要なことは風の吹く地点に
風車を設置することであり、フィールドでの風況精査や風
洞内に地形モデルを設置した風のシミュレーションなど
によって風エネルギーの賦存量調査を行っています。風
は統計的な性質を持っていますので、乱れや突風などの

風そのものの特性が風車発電量に与える影響を明らか
にすることが今後の課題です。 
エネルギー源はそれぞれ一長一短があります。それぞ

れのエネルギー源を補完し合うシステムの開発を目的と
して、風力、バイオマスなどのさまざまな再生可能エネル
ギーを複合化して効率良くエネルギーを取得するための
研究を行っています。研究中のモデルプラントが三重大
学農場にあり、安定化と高効率化に関する研究を行っ
ています。 
生物は成育する過程で大気などから二酸化炭素を吸
収するため、生物由来の燃料をエネルギー源として利用
したときに二酸化炭素が発生しても地球全体としては
二酸化炭素の量は増えない（カーボンニュートラル）と
考えられています。国内では間伐材などの利用方法とし
て木質バイオマスの利用が進められており、木質をガス
化してエネルギー利用する研究を行っています。バイオ
マスガスは一般の都市ガスに比べて熱量が低いので、
効率良くガス化する技術ももちろんですが、木質から発
生する低熱量ガスによっても発電できる設備に関する
技術の開発を進めています。 

図1：再生型自然エネルギーによるエネルギー供給 

図2：低風速型風力発電（電力需要の大きい都市部） 

異なる灌水パターンによる 
給水量とバイオマス増加量の関係 

大学院工学研究科 ・工学部 
Graduate School of Engineering/Faculty of Engineering

　風力などの再生可能エネルギーは、電力や熱などのエネルギー源として利用したときに環境負荷が小さく、また、

資源が無尽蔵に存在することが利点ですが、一方でエネルギー密度が低いために取り出しうるエネルギーが小さ

く利用が難しいことが課題であるため、再生可能エネルギーを利用したエネルギー効率の高いエネルギー変換機

器の要素技術の研究開発を行います。 

●乾燥地・半乾燥地への植林方法の改善とCO2固定量の評価 
生物資源学研究科共生環境学専攻／齊藤昌宏（教授） 

乾燥地・半乾燥地はもともと水が少なく、植物の生育
には適していません。このため、それなりの疎林が生育し
ていた土地でも、土地生産力以上に酷使すると沙漠化
してしまいます。不毛となり、塩集積を起こした広大な土
地が放棄されています。このような土地に植林すること
は他の土地利用とは競合せず、さらに生産力の回復に
もつながるため、技術的な問題を解決すれば土地所有
者に植林意欲が高まります。成蹊大学、筑波大学、大
阪大学、信州大学、金沢大学、森林総合研究所などの

さまざまな組織と分野の研究者とともに共同プロジェクト
を立ち上げ、乾燥地、半乾燥地に植林を行うとともに成
長を測定・解析し、残存する植生の炭素固定量と比較し、
降水量と表面流の動向、地下水と土壌の塩分濃度の
変化などを研究し、効率的に炭素固定を行うための植
林システムを確立・改善しています。三重大学では、乾
燥地に適合する樹種選定および植栽樹種の発芽促進、
育苗技術、灌水方法の改善などを担当して研究を進め
ています。 

　地球温暖化と沙漠化はともに重大な地球環境問題となっています。地球温暖化防止策として森林を育て、二酸化

炭素を吸収・固定することが最も効果的です。同様に、沙漠化防止においても乾燥地および半乾燥地に植生、特に森

林を回復することが土砂を固定し、水資源を涵養し、土地生産力を回復する最も有効な手段と考えられています。 

大学院生物資源学研究科 ・生物資源学部 
Graduate School of Bioresources/Faculty of Bioresources
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